
 

「将来潜水艦用ソーナー装置の開発」 

 

１ 事業の概要 

本事業は、将来にわたり潜水艦の水中領域における優位性を継続保持するた

め、探知能力を向上させたソーナー装置の開発について事業に着手する。 

 

 

 

イメージ図 

 

２ 取得方法の検討 

取得方法として、新たに開発事業（１機種）に着手するか、海外の既存品

（複数機種）から調達するかについて、各候補が「信号処理」、「測距機能」

などの要求性能を満たすか否かを評価。 

 

３ 検討結果 

開発の候補のみが全ての要求性能を満たす見込みが得られたことから、取 

得方法として開発することを選択した。 

次に、この開発事業について、運用構想や具体的な整備計画などの所要の要 

件を確認したところ、満たすべき要件について確認できたことから、事業名「将

来潜水艦用ソーナー装置の開発」として令和３年度予算案に計上することを

決定した。 

なお、量産単価は約２８．３億円、ライフサイクルコスト※は約８０９億円

の見積りとなった。 

 
※ 選定手続における一定の条件下での見積りであり、今後、変更があり得る。 

  

艦首型アレイ
（既存アレイを活用）

側面型アレイ

曳航型アレイ

信号処理部



 

「流体雑音低減型水中発射管構成要素の研究」 

 

１ 事業概要 

本事業は、潜水艦の更なる静粛化のため、魚雷等を射出する際の発射音を低

減する技術の研究について事業に着手する。 

 

 
イメージ図 

 

２ 取得方法の検討 

取得方法として、新たに研究事業（１機種）に着手するか、海外の既存品（複

数機種）から調達するかについて、各候補が「静粛性」、「射出流速の可変制

御」、「我が国潜水艦への適合性」などの要求性能を満たすか否かを評価。 

 

３ 検討結果 

研究の候補のみが全ての要求性能を満たす見込みが得られたことから、取得

方法として研究することを選択した。 

次に、この研究事業について、運用構想や具体的な整備計画などの所要の要

件を確認したところ、満たすべき要件について確認できたことから、事業名「流

体雑音低減型水中発射管構成要素の研究」として令和３年度予算案に計上す

ることを決定した。 

なお、量産単価は約２６．８億円、ライフサイクルコスト※は約４９１億円

の見積りとなった。 

 
※ 選定手続における一定の条件下での見積りであり、今後、変更があり得る。 
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「新特殊降下傘（通常用）」 

 

１ 事業の概要 

  現有の特殊降下傘の製造終了に伴い、空挺団の偵察部隊などの隊員が高高

度から隠密に特定の地点に降下する際に使用するため、新特殊降下傘（通常

用）を取得する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新特殊降下傘（通常用） 

 

２ 取得方法の検討 

  取得方法として、陸上自衛隊が必要とする要求性能が満たされると考えら

れる国内外の既存品（複数品種）を抽出。各候補が吊下性能、滑空性能などの

主要な要求性能を満たすか否かを評価。 

 

３ 検討結果 

吊下性能及び滑空性能については複数の候補とも主要な要求性能を満たし

たため、まず、一般競争入札により、試験のための参考品２品種を取得し

た。 

平成３０年度、２品種の参考品を取得し、性能試験を行い、吊下性能、滑空

性能、開傘衝撃（※１）等について確認したところ、１つの候補については一

部の要求性能を満たさず、要求性能を満たす候補は１つのみであった。 

次に、当該参考品について、必要な要件を満たすことが確認できたことから、

同参考品の仕様と同等以上の器材の取得に必要な経費を、事業名「新特殊降下

傘（通常用）」として令和３年度予算案に計上することを決定した。 

なお、当該製品については、現特殊降下傘の構成品を活用することにより量

産単価を１式当たり約１千万円から約３百万円に低減した。また、導入後に必

要となる維持・運用に要する経費を含めたライフサイクルコスト※２は、約１０.

４億円（約２５０式取得時）の見積りとなっている。 

 
 ※１ 開傘衝撃：降下傘を開いた際に隊員が受ける衝撃 

※２ 選定手続きにおける一定の条件下での見積りであり、今後、変更があり得る 

  



 

「重装輪回収車（改）」 

 

１ 事業の概要 

  １６式機動戦闘車等の戦闘車両及び重車両の整備・回収支援を実施するた

め、現有の重装輪回収車の整備・回収能力を向上させた重装輪回収車（改）を

取得する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

重装輪回収車（改） 

 

２ 取得方法の検討 

取得方法として、陸上自衛隊が必要としている１６式機動戦闘車の吊上げけ

ん引による回収能力等が満たされると考えられる海外の既存品（複数車種）を

抽出。各候補が１６式機動戦闘車等の整備・回収支援に使用できるクレーン能

力や１６式機動戦闘車等の同行に必要とされる走行性などの要求性能を満た

すか否かを評価。 

 

３ 検討結果 

既存品の複数の候補についてクレーン能力、走行性、道路法等の国内法令

への適合性など必要とする要求性能すべてを満たす候補がなかったことか

ら、平成２８年度予算において現有の重装輪回収車をベースとしてクレーン

能力等の性能を向上させた重装輪回収車（改）の研究改善事業に着手した。 

重装輪回収車（改）については、令和元年度に参考品として試験用車両を

受領し、性能試験の結果、陸上自衛隊が要求する性能を満たすことが確認で

きた。 

次に、当該参考品について、運用構想や具体的な整備計画などの所要の要

件を確認したところ、要件を満たすことが確認できたことから、同参考品の

仕様と同等以上の車両の取得に必要な経費を、事業名「重装輪回収車

（改）」として令和３年度予算案に計上することを決定した。 

なお、当該車両については、量産単価は１両当たり約１７５百万円、導入後

に必要となる維持・運用に要する経費を含めたライフサイクルコスト※は、約

８１億円（約３０両取得時）の見積りとなっている。 

 
※ 選定手続きにおける一定の条件下での見積りであり、今後、変更があり得る。 

 

  



 

「電波情報収集機（ＲＣ－２）用機上電波測定装置」 

 

１ 事業の概要 

  本事業は、現有の電波情報収集機（ＹＳ－１１ＥＢ）の後継として整備する

電波情報収集機（ＲＣ－２）用の機上電波測定装置を取得する。 

 

 

 

電波情報収集機「ＲＣ－２」 

 

２ 取得方法の検討 

  ＲＣ－２に搭載する機上電波測定装置は、平成１６年度から開発に着手し、

令和元年度末に評価試験を終了。主要な能力である、電波収集能力について、

我が国の防空に必要とされる水準を満たすか否かを評価。 

  

３ 検討結果 

  ＲＣ－２は、電波収集能力に関し、必要とされる水準を満たしていた。 

次に、運用構想や具体的な整備計画などの所要の要件を確認したところ、満

たすべき要件について確認できたことから、ＲＣ－２に搭載する機上電波測

定装置の取得経費を令和３年度予算案に計上することを決定した。 

なお、ＲＣ－２の量産単価は約５０９億円、ライフサイクルコスト※は約６，

５２５億円の見積りとなった。 

 

※ 選定手続における一定の条件下での見積りであり、今後、変更があり得る。 

 

  



 

「ＡＳＭ－３Ａ」 

 

１ 事業の概要 

本事業は、我戦闘機の残存性を確保しつつ、彼戦闘艦艇等に対し脅威圏外か

ら有効に攻撃するため、超音速飛しょうにより高い残存性を有する空対艦誘導

弾である射程延伸型ＡＳＭ－３（ＡＳＭ－３Ａ）を取得する。 

なお、周辺国の艦艇が急速に近代化する状況を踏まえれば、従来型より射程

等が向上した空対艦誘導弾を早期に取得する必要があるため、本事業は、令和

２年度から着手したＡＳＭ－３（改）の開発の途中成果を反映したＡＳＭ－３

Ａの量産取得を行うものである。 
※ ＡＳＭ－３Ａより能力向上するＡＳＭ－３（改）の開発は継続して実施予定。 

 

 

イメージ図 

 

２ 取得方法の検討 

ＡＳＭ－３(改)の開発の途中成果を反映したＡＳＭ－３Ａについて、主要な

能力である、飛しょう距離、飛しょう速度が、我が国の島嶼防衛に必要とされ

る水準を満たすか否かを評価。 

 

３ 検討結果 

ＡＳＭ－３Ａは、飛しょう距離、飛しょう速度に関し、必要とされる水準を

満たしていた。 

次に、運用構想や具体的な整備計画などの所要の要件を確認したところ、満

たすべき要件について確認できたことから、ＡＳＭ－３Ａの取得経費を令和

３年度予算案に計上することを決定した。 

なお、ＡＳＭ－３Ａのライフサイクルコスト※1、※2 は約３３５億円の見積り

となった。 

 
※１ 誘導弾の経費を含まない。（誘導弾の経費から保有数量が推定される懸念があるため公

表しない。（量産単価も同様。）） 

※２ 選定手続における一定の条件下での見積りであり、今後、変更があり得る。 

 

 

 


